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研究成果の概要（和文）：研究成果として、和文論文四本と英文論文五本を発表した。いずれも大学紀要または学会誌
である。2011年三本、2012年二本、2013年三本、2014年一本という内訳である。また海外学会での口頭発表は四回、行
った。2012年と2013年に各二回という内訳である。内容は、英語や日本語の冗句あるいは落語で語られる小咄や本題を
音響分析したものである。

研究成果の概要（英文）：Four papers in Japanese and five in English have been published during the period 
of assist. In the international conferences, four papers have been orally presented. The contents of the p
apers are the acoustic analyses of English and Japanese jokes and rakugo stories.
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１．研究開始当初の背景 
この研究を進める背景は、研究代表者が選択
体系機能言語学の枠組みに基づいて行って
きた英語の節（= 文）音調（イントネーショ
ン）体系である。選択体系機能言語学の枠組
みが系統的に確立されたのは 1960 年代以降
であるが、イギリス英語を対象とした音調研
究は更に長い歴史を有する。節音調が担う意
味や機能における先行研究において対象と
されてきたのは、一部に日本語や中国語があ
るが大部分は英語である。 
 日本語の節音調についての研究に目を転
じてみると、日本語独自の考え方を進めてき
た背景が小さいと考えている。本研究はこの
ような傾向に一石を投じ、日本語独自の言語
学研究を切り拓きたい。今回、落語に着目し
たのはこのような学術的背景と共に、談話構
造として非常に興味深い側面が潜んでいる
と考えられるからである。これは話し手と聞
き手の双方が無意識であるにも拘わらず、開
口一番から最後のサゲに至るまでに首尾一
貫した構造が用意されているということで
ある。 
 
２．研究の目的 
本研究では、日本語における特定の談話構造
として落語を題材に採る。落語は日本の伝統
芸であり、語り芸として独自の発展を遂げて
きた。本研究では、言語学的視点から語り芸
としての落語の特徴に焦点を当てる。具体的
には、落語における「間」と「サゲ音調」で
ある。 
「サゲ音調」は、パラトーンの亜種として提
起する。従来の研究ではパラトーンに二種類
を区別していた。話題転換の高パラトーンと
本題からの逸脱を示す低パラトーンである。
本研究では低パラトーンに、冗談のオチにお
いて直前に出現する現象を亜種として提唱
する。落語ではこれを「サゲ」と呼ぶことか
ら、これを仮に「サゲ音調」（英語では Punch 
line paratone）と定義する。広義には、パラ
トーンは直前において間を置くことが含ま
れている。落語をはじめとする日本の伝統話
芸では、殊更に「間」が重視される。このよ
うに広義では「間」はパラトーンに包含され
た概念であるが、日本の話芸においては「間」
が特徴的であるが故にこれを強調する。 
研究の目的を次のように段階づける。 
１． 初期段階では音声的事実としてサ
ゲ音調が存在することを音声資料から探り、
この音調が談話構造にどのような影響を与
えるかという要素にまで考察を広げる。 
２． 同様の音調が英語圏の話芸におい
ても見られるか、異言語との比較を行う。 
３． 最終的には「何故このような特徴的
パラトーン構造に至るようになったか」とい
う考察に取り組むことを目指す。 
 
３．研究の方法 
 本研究では典型的にサゲ音調が観察され

るという観点から、落語における音調型分析
という手法を採用することとする。 
まず、落語音源を用いて音調型の実例を収集
する段階から始める。音声分析ソフトウェア
によって該当する部分の音調型を分析し、無
音時間――間――を測定する。  
音声分析ソフトウェアにより、音調型を判

断する上で鍵となる基本周波数と間――音
声空白時間――を測定・分析する。一年目で
は、実例を収集して分析にかける物理的作業
が主となると予想される。下降調と大括りす
るとしても、より高い出発点からの急下降と
中高声からの緩やかな下降では発話場面や
心的姿勢による違いが潜在しているものと
考えられる。一年目の段階では、主として客
観的データとして実例からこのような細か
な差異を抽出する作業に取りかかる。節音調
によって具現される表面型と、表される意味
の間にどのような関係が見いだせるかとい
うのは機能言語学にとっては中心的な研究
課題である。 
音調型は基本的に、下降・平坦・上昇の三

種類と考えられる。この三種類以外では、英
語における複合音調（下降の後に平坦、上
昇・下降の後に平坦）のように組み合わせに
よる第四・第五の型が考えられる。果たして
このような複雑な音調型が、日本語において
ある程度の普遍性を有するや否やという点
を中心に据えて検討する。 
Kadooka (2009: 209) では次のように、本

題・その前に振られるマクラ、サゲが地口で
あるかそれ以外かという二つの基準を組み
合わせることによって四分割を試みた。 
  一 小咄・地口  二 小咄・地口以外  
三 本題・地口  四 本題・地口以外 
Kadooka (2009) はこれら四範疇について、
それぞれ数例を挙げたのみであった。この段
階においては、小咄・本題ともに地口オチが
意外に少ないという傾向が明らかになって
いる。今後は、質（数）と量（サゲの分類）
ともに充実させるのが課題である。 
  
 
４．研究成果 
 本研究においては、落語を音響面から分析
しようと試みた。ここでは落語本編を分析対
象とし、落語の中で語られる講釈（講談）と
覗き絡繰りを一人語り話芸という観点から
落語の語りと対比させてみる。「くっしゃみ
講釈」という落語において、講釈「難波戦記」
と覗き絡繰「八百屋お七」の一節が語られる。
同じ話者が語っているのであるが、落語－講
釈－覗き絡繰りという話芸の酒類によって、
語り口を変えねばならない。それが音響分析
を通して、どのように分析できるかというの
が最大の関心である。 
 今回の分析を通して、基本周波数（音高）
と音圧の相関関係が認められた。即ち「高い
声では音圧が大きく、低い声では音圧が小さ
い」という関係である。また、サゲにおいて



特有の間を置いたり声を落とす「サゲ音調」
も観察された。 
 落語一話において講釈や覗き絡繰りとい
う異なる語り口の音響分析を試みた結果を、
以下のように纏める。 
・落語における日常会話：持続時間は一秒台、
十拍から十五拍である 
・講釈：声を張り上げる（高音、高音圧）、
持続時間は四秒前後、二十から三十拍、 
・張り扇を叩くなどして間を置く 
・覗き絡繰り：声を張り上げる（高音、高音
圧）、節を付ける、持続時間は三秒台、 
・一音調単位当たり十六拍 
講釈を聴いていた事前の段階では、落語より
低い声ではないかと予想していた。しかし実
際には高い声であった。もっと顕著な差は、
一音調単位当たり四秒・三十拍というような
「長広舌」であった。 
 これと共に、サゲ音調についても落語本編
における大きな摘要可能性が示された。 
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